
+
、
生
徒
は
成
る
べ
く
何
れ
か
の
部
に
励
し
て
躾
架
修
社
を
偕
に
す
る
を
希

望
す
る
と
同
時
に

一
人
に
て
あ
ま
り
多
く
の
郡
に
入
る
は
却
つ
て
根
業

に
妨
げ
あ
る
と
思
は
る
4

に
付
三
部
以
内
に
止
む
る
こ
と

十

一
、
各
部
は
二
十
五
名
以
上
を
箪
位
と
す
る
こ
と

十
二
、
従
来
は
部
費
を
徴
す
る
部
と
徴
せ
ざ
る
郡
と
あ
り
た
る
や
う
な
る
が

今
後
は
必
ず
部
費
を
と
る
こ
と

十
三
、
新
に
支
部
の
制
を
設
け
各
地
在
住
の
卒
業
生
が
親
睦
を
闘
ら
る
4

や

う
希
望
す
る
こ
と

十
四
、
基
本
金
の
制
を
確
立
し
後
進
誘
腋
の
方
策
を
講
ず
る
こ
と

（
『
東
爪
芙
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
一
巻
第
七
り
）

⑨

校
歌
、
学
生
歌
を
作
る

本
校
に
は
も
と
も
と
校
歌
は
無
く
、
自
然
発
生
的
に
生
ま
れ
た
「
チ
ャ
カ
ホ

ィ
」
が
言
わ
ば
本
校
の
愛
唱
歌
と
し
て
歌
わ
れ
て

い
た
が
、
昭
和
七
年
、
和
田

英
作
校
長
就
任
後
の
改
革
気
運
の
下
で
正
式
の
校
歌
と
学
生
歌
を
作
ろ
う
と
い

う
動
き
が
生
じ
、
校
友
会
文
芸
部
が
中
心
と
な
っ
て
月
報
誌
上
で
懸
賞
募
集
を

行
な
っ
た
。
し
か
し
、
適
当
な
も
の
が
集
ま
ら
な
か
っ
た
た
め
、
改
め
て
作
詞

を
川
路
柳
虹
に
、
作
曲
を
山
田
耕
搾
に
依
頼
し
て
昭
和
八
年
春
に
校
歌
と
学
生

歌
が
作
ら
れ
た
。
そ
の
経
緯
と
歌
詞
、
曲
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

校
歌
、
學
生
歌
の
完
成

作
詞
家
の
詮
衡
に
就
て
は
委
員
會
の
協
議
の
結
果
、

た
る
川
路
柳
虹
氏
が
、

本
校
卒
業
生
で
詩
人

本
校
の
他
統
的
氣
分
等
に
も
理
解
が
あ
り
、
比
較
的

我
儘
に
吾
人
の
希
望
も
申
し
入
れ
ら
れ
る
便
宜
が
あ
る
と
い
ふ
繹
で
、
同
氏

に
御
願
ひ
す
る
こ
と
に
し
た
。
そ
れ
で
生
徒
よ
り
の
應
募
原
稿
は
全
部
参
考

資
料
と
し
て
同
氏
の
手
許
に
差
し
出
し
た
。
其
中
ど
れ
を
'
1
或
は
何
の
部

分
を
参
酌
さ
れ
る
か
、
又
は
其
仙
採
揮
さ
れ
る
か
は
総
べ
て
同
氏
の
採
品
に

お
委
せ
す
る
こ
と
4

し
た
。

其
後
同
氏
か
ら
本
年
早
々
原
稿
を
頂
戴
し
ま
し
た
。
初
で
前
記
委
員
會
に

焚
表
し
種
々
根
校
と
し
て
の
要
求
及
び
作
曲
上
の
要
求
に
適
切
で
あ
る
や
否

や
を
研
究
し
た
上
、
川
路
氏
に
は
御
迷
惑
だ
っ
た
が
、
再
度
多
少
の
推
敲
を

願
つ
て
故
に
始
め
て
歌
詞
が
完
成
さ
れ
た
の
で
し
た
。

作
曲
は
始
め
鏑
木
欣
作
氏
に
御
依
頼
す
る
筈
で
あ
っ
た
が
、
同
氏
は
自
ら

〔耕
府
〕

作
曲
す
る
こ
と
を
辟
さ
れ
、
同
氏
の
恩
師
で
あ
る
山
田
絣
作
氏
を
煩
は
す
様

多
大
の
盪
力
を
し
て
下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。
山
田
籍
作
氏
は
本
校
と
は
相
常

古
く
か
ら
因
縁
の
あ
る
方
な
の
で
、
寧
ろ
進
ん

で
引
受
け
て
下
さ
っ
た
の
は

誠
に
望
外
の
幸
で
あ
っ
た
。
し
か
も
同
氏
は
訟
西
亜
行
き
直
前
の
繁
忙
な
際

に
も
拘
は
ら
ず
、
新
學
年
に
間
に
合
ふ
よ
う
に
と
早
速
、
作
曲
を
完
成
し
て

下
さ
っ
た
の
で
あ
る
。

斯
様
な
経
緯
で
出
来
た
の
が
、
今
度
の
校
歌
、
學
生
歌
で
あ
り
ま
す
が
、

こ
れ
な
ら
何
慮
に
出
し
て
も
恥
し
く
な
い
ど
こ
ろ
か
、
将
来
我
校
の
誇
り
の

―
っ
と
な
る
だ
ら
う
と
思
ひ
ま
す
。

學
校
長
始
め
委
員
會
で
御
配
慮
を
煩
は
し
た
方
々
に
完
成
後
、
直
ち
に
御

報
告
申
し
上
ぐ
る
筈
で
し
た
が
、
曲
譜
等
の
印
刷
は
簡
輩
に
参
り
ま
せ
ん
の

で
、
大
に
遅
れ
た
次
第
で
す
。
本
報
告
を
以
て
其
代
り
と
致
し
ま
す
か
ら
悪

し
か
ら
ず
御
思
召
願
ひ
ま
す
。

【
追
記
】

川
路
柳
虹
氏
は
裳
方
よ
り
御
依
頼
し
た
校
歌
、

學
生
歌

以
外
に

も
、
本
校
各
科
を
詠
じ
た
チ
ャ
カ
ホ
イ
正
調
十
敷
種
を
書
き
送
つ
て
下
さ
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今
日
も
寓
生
に
、
ホ
イ
、

れ
ま
し
た
か
ら
此
機
會
に
校
歌
、
學
生
歌
本
文
と
共
に
登
表
致
し
ま
す
。

（
以
上
森
田

〔亀
之
助
〕
記）

東
京
美
術
學
校
々
歌
々
詞

緑
か
ゞ
や
く
上
野
の
森
、

燃
え
た
り
、
わ
か
き
わ
か
き
希
望
。

美
術
に
生
く
る
吾
ら
。

高
き
理
想
、

深
き
技
術
、と

は

つ

と

と

は

は
げ
め
よ
永
久
に
、
拳
め
よ
永
久
に
。

東
京
美
術
學
校
學
生
歌
々
詞

錨
が
鳴
っ

た
か
、
上
野
の
錨
が
、

花
も
公
り
の
蒲
生
月
。

伊
逹
に
や
持
ち
ゃ
せ
ぬ
給
具
箱
、

二

烏
喘
い
た
か
、
上
野
の
烏
、

な

じ

み

い
つ
も
馴
染
の
森
の
か
げ
。

ホ
イ

ョ
イ
ト
ホ
イ
。

ホ
イ
、

ア
ラ
苦
傍
す
る
。

ヽ

ア
、

,＇‘、

（
一
）
風
は
春
風
、
櫻
は
上
野
、

中
に
美
の
字
の
あ
の
徽
章
。

路

柳

虹

作

チ
ャ
カ
ホ
イ
正
調

ヽ

ョ
イ
ト

ホ
イ

（
以
上
歌
曲
は
前
琥
〔
後
出
〕

ョ
イ
ト
ホ
イ
。

歴
史
に
誇
る
不
朽
の
名

巨
匠
の
揺
節
こ
4

に
こ
そ
見
よ
。

永
い
苦
心
の
、

四

ホ
イ
、

ア
ラ
、
痕
を
見
る
。

ア
、

‘

ア
、

生
き
た
モ
デ
ル
の
、
ホ
イ
、

ア
ラ
曲
線
も
。

ヽ

ョ
イ
ト

ホ
イ

空
は
睛
れ
た
か
、
あ
の
青
空
に
、

遠
い
筑
波
の
立
ち
姿
。

伊
逹
に
ボ
ソ
ャ

リ
見
て
は
ゐ
ぬ
、

心
睛
れ
ば
れ
、
朝
日
の
や
う
に
、

今
日
ぞ
出
か
し
た
朗
ら
か
さ
。

〔

せ

ぬ

〕

伊
逹
に
製
作
眺
め
や
さ
せ
ぬ

ョ
イ
ト
ホ
イ
。

ホ
イ

ョ
イ
ト
ホ
イ
。

ホ
イ

ヽ

ョ
イ
ト

ホ
イ

今
日
も
仕
事
で
、
ホ
イ
、

ア
ラ
胴
忘
れ
。

ヽ

ア
、

ヽ

ョ
イ
ト

伊
逹
に
や
の
ば
さ
ぬ
無
糀
ひ
げ

ホ
イ

に
登
載
涜
）
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（
八
）
梓
な
衣
裳
も
、
金
目
の
部
屋
も
、

元
は
デ
ザ
イ
ン
、
腕
を
見
ろ
。

か
た
な

（
七
）
夜
叉
も
佛
も
刀
の
ま
4

よ
、

彫
れ
ば
木
屑
も
神
に
な
る
。

（
チ
ャ
カ
ホ
イ
）

（二
）
寄
い
若
竹
、
若
枝
の
荷
葉
、

水
に
濡
れ
4

ば
玉
が
散
る
。

（
チ
ヤ
カ
ホ
イ
）

（
三
）
森
で
騒
ぐ
は
上
野
の
烏
、

阿
呆
、
阿
呆
と
喘
い
て
ゐ
る
。

（
チ
ヤ
カ
ホ
イ
）

（
四
）
何
と
云
は
り
よ
が
給
か
き
に
な
る
身
、

部
が
生
命
の
二
本
差
し
。

（
チ
ヤ
カ
ホ
イ
）

（
チ
ャ
カ
ホ
イ
）

（
六
）
土
く
れ
な
ん
ど
と
粗
末
に
す
る
な
、

ひ
と
つ
ひ
ね
れ
ば
血
が
通
ふ。

（
チ
ャ
カ
ホ

イ）

（
チ
ヤ
カ
ホ
イ
）

（
チ
ャ
カ
ホ
イ
）

（
九
）
日
が
な
一
日
ク
ガ
ネ
で
ナ
り
な
ら
す
、

金
は
世
界
の
廻
り
も
の
。

（
五
）
白
い
カ
ソ
ヴ
ス
一

筆
染
め
り
や
、

み
ど
り

空
は
碧
の
日
本
睛
れ
。

（
チ
ヤ

カ
ホ

イ）

(+）

奈
一
艮
の
大
佛
、
た
ゞ
で
は
出
来
ぬ
、

ふ
い
ご
吹
い
た
り
、
金
錨
た
り
。

（
チ
ャ
カ
ホ
イ
）

(
+
-
）
ジ
ャ

。ハ
ン
と
い
ふ
名
で
知
ら
れ
た
日
本
、

漆
や
世
界
の
立
役
者
。（

チ
ャ
カ
ホ
イ
）

（
十
二
）
黒
い
ボ
ー
ル
ド
、
線
引
く
チ
ョ
ー
ク
、

口
ぢ
や
描
け
な
い
給
の
こ

4

ろ
。

（
チ
ャ
カ
ホ
イ
）

【
附
記
】

摩
校
歌
曲
油
奏
會
に
於
て
、
學
生
歌
と
し
て
評
判
宜
し
か
り
し
熊
本
緊
大

豫
科
の
歌
曲
に
就
て
は
、
本
校
生
徒
主
事
佐
々
木
卓
氏
の
御
盛
力
に
依
り
、
熊
本

幣
大
営
事
者
よ
り
、
該
曲
を
其
儘
或
ひ
は
改
胴
し
て
使
用
す
る
こ
と
の
許
可
を
得

ま
し
た
。
絃
に
初
文
胆
子
部
長
と
し
て
、
同
氏
に
謝
慈
を
表
し
ま
す
。

（
森
田
（
祖
）
記
）

（『校
友
会
会
報
』
第
一
号
）
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東京美術學校々歌

川 路柳虹作詞

山田耕枠作 lHI

か きわ ー か き き ば う 美一む）つに い一 るわ

、--ー＇れ一 、5
タ た かきりさ う

ヽ—
ふ か き ぎ じゅ

・ユー•

っ は げめ よとは に つとめよとは一に れき しにほ

こ るイく朽＿ の名 巨匠 ーの椛ーら んここにこそみよ
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東京美術學校學生歌

あかる<I民謡的に） ［M.M.d= Jo] 
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山田耕竹：作 曲
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『
東
京
美
術
学
校
校
友
会
月
報
』
第
三
十
一
巻
第
七
号）
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